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東⽇本⼤会 A01 北海道本別⾼等学校(北海道) 学校種間連携による地域の理科教育の振興 〜児童⽣徒の思考⼒や創造性を育む協働体制の
構築〜

私たちの本別町は、まちぐるみで理科教育の振興に取り組んでいます︕⾼校⽣はイベントで⼦どもたちに
理科実験やものづくりの楽しさを伝え、先⽣⽅は児童⽣徒が主体的に学ぶための教材や授業づくりに頑
張っています︕

東⽇本⼤会 A02 札幌市⽴中央中学校(北海道) 中学理科（物理領域）における課題解決型の授
業構築と相互評価を取り⼊れた「主体的・対話的
な深い学び」について

ペルティエ素⼦による温度差発電について ペルティエ素⼦は電流を流すことで、⽚⾯が発熱し、⽚⾯が吸熱します。このエネルギー変換は可逆的
で、⽚⾯を加熱、⽚⾯を冷却することで電流が⽣じます。私たちは、温度差による発電量について計測
しました。

東⽇本⼤会 A03 札幌市⽴札幌旭丘⾼等学校(北海道) 地球温暖化がトンボに与える影響 - トンボの孵化から地球温暖化の影響を調べました。是⾮聞きに来てください。

東⽇本⼤会 A04 ⻘森⼭⽥中学⾼等学校(⻘森県) 防災教育を取り⼊れた気象・地質学習 洪⽔を防ぐには何が必要か探る 最近よく⽿にする降⾬による災害のうち、洪⽔に焦点を当てて活動を⾏ってきました。洪⽔の起こる仕組
みを調べ、洪⽔の被害を避け、安全に暮らすためにどのように⽣活をしていけばいいのか、様々な機関の
⽅にお話を伺ったり、実験を通して学習してきました。

東⽇本⼤会 A05 岩沼市⽴岩沼⻄中学校(宮城県) ⽣き⽣きと活動する科学部の活動 〜ミニ天体観測会・サイエンスショー・科学フェスティ
バル参加を通して〜

-

東⽇本⼤会 A06 秋⽥県⽴⼤館鳳鳴⾼等学校(秋⽥県) ニホンザリガニの飼育、繁殖⽅法の研究 飼育・繁殖に向けた新知⾒︕ 多くの謎に包まれているニホンザリガニの⽣態や飼育⽅法が徐々に明らかになってきました。今回、私たち
の飼育で得られた新知⾒や安定的飼育への道を紹介します。是⾮お越しください︕

東⽇本⼤会 A07 東松⼭市⽴市の川⼩学校(埼⽟県) 「豊かな⾃然を守る」⼩学校アライアインス・プロジェ
クト
－「点」から「線」へ－

希少野⽣⽣物保護増殖プロジェクト３Ｄ－広げよ
う、希少野⽣⽣物の栽培・飼育を通した環境保護
活動の輪－

サワトラノオの保護増殖・研究活動を広げたいという願いから、今年は他校との「交流」をテーマに活動を
続けてきました。また、トウキョウサンショウウオの飼育にも共同で取り組みましたので、あわせて報告しま
す。

東⽇本⼤会 A08 ⼭形県⽴加茂⽔産⾼等学校(⼭形県) 地域の海洋教育促進に向けた海洋⽣物の標本教
材化に関する研究

漁業廃棄物のプラスティネーション標本化 漁業や海に関する実習で、間違って網に⼊ってしまう⽣物がもったいないと思い、この研究はスタートしま
した。昨年は樹脂に封⼊する研究を、今年は質感を維持したプラスティネーション標本を作製しました。
ぜひ、⼿に取って標本をご覧くださいね︕

東⽇本⼤会 A09 福島県⽴葵⾼等学校(福島県) 会津メダカからみる遺伝的攪乱 ご当地メダカを守れ 現在，野⽣⽣物を取り巻く環境において「遺伝的攪乱」が新たな問題となっています。私達は「メダカ」
を材料に調査を⾏ないました。遺伝⼦解析による亜種分類の詳細な調査が今回の新規性です。ぜひ
聞きに来て下さい。

東⽇本⼤会 A10 福島⼯業⾼等専⾨学校(福島県) プログラミングとロボット製作を通した地域⼩中学校
との連携のためのモノづくり⼒の育成

⼩中学⽣を対象としたライントレースロボット製作講
座について

地域の⼩中学校の⽣徒を対象に，プログラミングへの関⼼を深めてもらうことやモノづくり⼒を養ってもらう
ことを⽬的として，ライントレースロボット製作やプログラミングを題材とした講座を開催しています。

東⽇本⼤会 A11 登⽶市⽴⻄郷⼩学校(宮城県) 理科や⽣活科の学習を通して、科学的な思考⼒や
表現⼒を育成するための活動の⼯夫

⽣き物のくらしと環境 ⽇本に⾶来する8〜９割のマガンが，私たちの学校の近くに毎年やってきます。渡り⿃の⽣態と，⾃然
環境や⾃然保全について発表します。ぜひお聞きください。

東⽇本⼤会 A12 宇都宮市⽴陽南中学校(栃⽊県) 中学校理科におけるエネルギー変換の学習にプログ
ラミング制御を取り⼊れることの効果

〜ものづくりを通したセンサ機能の開発〜 陽南研究室は「新世代innovation」がテーマ。交通事故を無くしたいと⾔う思いからセンシング及び衝
突回避実験を⾏ったり、医療介護に役⽴つベッド兼⾞椅⼦等の機能を考えたりと⽣徒⾃⾝が制作・開
発・研究を⾏っています。

東⽇本⼤会 A13 埼⽟県⽴蕨⾼等学校(埼⽟県) ⾼校⽣ネットワークを活かした広域モニタリング調査
および⽣物多様性保全についての研究

- -

東⽇本⼤会 A14 古河市⽴上⼤野⼩学校(茨城県) ⾥⼭での⾃然体験活動の計画的な実施 〜⾥⼭から環境を考える︕〜 本校学区内には，NPO法⼈が管理する雑⽊林がある｡この団体との連携を⼗分に深めながら，⼦供
の発達の段階を考慮し，全学年による充実した⾃然体験活動を計画・実践している。

東⽇本⼤会 A15 銚⼦市⽴銚⼦中学校(千葉県) ⼩中⾼⼤地域連携による理科の学習プログラムの
実践

〜地域や校種の特⾊を活かした理科教育の⼯夫
〜

銚⼦市の豊かな⾃然環境を教育資源として、⼩中⾼⼤地域が連携し、それぞれの特⾊が発揮できる
ような理科学習プログラムを企画し実践することで、理科好きな児童⽣徒を育成します。

東⽇本⼤会 A16 東京都⽴富⼠⾼等学校附属中学校(東京都) 中⾼⽣によるX線分析顕微鏡（XGT）等を⽤いた
探求活動⼿法と指導⽅法の構築

Ｘ線分析顕微鏡（XGT）を⽤いた殻類の⼝器先
端部分でのＢｒ蓄積の研究

最先端分析器XGTを⽤いた結果、⼤学レベルの探究成果を海外発表︕元素分析をもとに海から陸
への甲殻類の進化の歴史を探る︕第90回⽇本動物学会（⼝頭）、サイエンスキャッスル（シンガポー
ル⼤会）などで発表した︕

東⽇本⼤会 A17 葛飾区⽴北野⼩学校(東京都) ⾃然を⾒つめ　学びにつなげる　北野の⼦　〜思考
⼒・判断⼒・表現⼒を育てる理科・⽣活科の指導
の⼯夫〜

⽣き物いっぱい北野⼩ 葛飾柴⼜には、⽣き物と⾃然を⼤切にする地域の⽅がたくさんいる。地域の⽅と共に、動植物を飼育・
栽培する活動、⾃然観察をする活動を通し、地域と⾃然、学びをつなぎ、探究する⼼を育んでいる。
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東⽇本⼤会 A18 東京農業⼤学教職課程(東京都) ⾝近な観賞⿂である⾦⿂の⾊に着⽬した⽣物学習 - 「東京と⾦⿂の⽂化・歴史」の学習から、⾦⿂の特徴や種類、進化についての授業実践報告をする。ま
た⽣物で扱われる「物質循環」を主な学習領域として、⾊素を探究の⼿がかりとした教材・カリキュラムに
ついても報告する。

東⽇本⼤会 A19 ⻑野市⽴柳町中学校(⻑野県) ガソリンエンジンと電気モータのエネルギー消費率を
基に未来の⾃動⾞社会を構想する中学校の授業

乾電池のエネルギーを極限まで引き出せ︕〜⻑野
県産材でつくる乾電池で動くＥＶエコカー〜

乾電池40本で中学⽣が⼿作りカーで国際サーキットを激⾛︕僕たちしかできないクルマづくりの秘密を
発表します。ぜひ聞きに来てください。

東⽇本⼤会 A20 愛媛県⽴今治⻄⾼等学校(愛媛県) ⽣物部の科学的リテラシーを向上させる⾼⼤連携
実践プログラム

シアノバクテリアと共⽣する地⾐類の⽣育環境を探
る

菌類と藻類の共⽣体であり、様々な可能性を持つ地⾐類。今回私たちはその中でも先駆植物としての
役割に注⽬した。地⾐類を活⽤した⼟壌形成を⽬指した第⼀歩︕⼟壌⽣成に適したシアノバクテリア
共⽣地⾐類を探る︕

東⽇本⼤会 A21 昭和薬科⼤学附属⾼等学校・中学校(沖縄県) 沖縄に⾃⽣する植物からの有⽤乳酸菌の探索 〜乳発酵特性〜 本校では，野⽣植物から酵⺟や乳酸菌を探索する研究を継続している。本研究では，産業上有⽤
な乳酸菌の取得を⽬指し，乳発酵の乳酸⽣成量を測定した。乳酸菌同⼠で⼿を組むと乳発酵が促
進することに着⽬してほしい。

東⽇本⼤会 B01 札幌市⽴向陵中学校(北海道) 科学部の研究（ケミカルライト） - ライブや釣りなどで使われているケミカルライト。災害時にも活躍が期待されています。私達の部活では、
薬品の配分を変え、いかに⻑く、明るく光るケミカルライトを作るか、⽇々研究しています。

東⽇本⼤会 B02 北海道北⾒北⽃⾼等学校(北海道) 地域の⽔環境を知り、市⺠に⽔環境保全をよびか
ける　― ⽣徒の主体性を⽣かした環境教育プログ
ラムの構築 ―

- -

東⽇本⼤会 B03 弘前市⽴第四中学校(⻘森県) 科学の⽇常性と理科学習　〜エネルギー分野の追
求〜

「体験」して学ぶエネルギーの学習 サイエンスショー・もの作りを通じてエネルギーを体感。放射線学習では、実際に⼀⼈⼀⼈が霧箱を作り
放射線の軌跡を観察、遮蔽の実験も⾏いました。エネルギーの変換実験では楽しく・本質的な実験に
取り組みました。

東⽇本⼤会 B04 仙台⾼等専⾨学校(宮城県) ３⾼専連携による地域の⼦供達のための天体観測
会「常磐線沿線観測会」の開催と，そこにおける電
視天体観望システムの構築

宇宙の「電視」の⽅法と，観望会の顛末記 街中で天体観望会を開催するために，⾼感度カメラと望遠鏡をつかい，星のライブ撮影とパソコンの画
像処理を実地で⾏う「電視観望」システムを構築した過程を紹介します。駅前や学内での観測会につ
いても報告します。

東⽇本⼤会 B05 東北⼤学
サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター(宮城県)

宇宙線計測の中⾼⼤連携ネットワークの構築及び
宇宙天気の観測

⾼⼤連携における宇宙線計測活動 宇宙線は地球に降り注ぐ⾮常に⾼エネルギーの粒⼦で、これを観測することで宇宙や基礎物理の研究
を中⾼⽣でも⾏うことができます。私たちは全国の中学⾼校・⾼専・⼤学・研究機関で共同コンソーシア
ムとして検出器の製作・計測活動・物理シミュレーション等を…

東⽇本⼤会 B06 秋⽥県⽴秋⽥⾼等学校(秋⽥県) 緑茶と抗⽣物質の飲み合わせを科学的に考える - 私たちは緑茶成分が抗⽣物質の抗菌効果に影響を及ぼすのかを検証しています。この影響は抗⽣物
質が作⽤する細菌の種類によって違うことを発⾒しました。これらの詳しい検証結果をぜひご覧ください。

東⽇本⼤会 B07 ⼭形県⽴⼭形東⾼等学校(⼭形県) 「ブカツ×ICT」ICTを活⽤した部活動活性化計画 - ICT機器で部活動を活性化︕様々な競技でスコアブックの集計や、プレー動画の分析で科学的な視
点でスポーツを捉え、分析⼒と競技⼒の向上をはかりました。

東⽇本⼤会 B08 福島県⽴新地⾼等学校(福島県) ペーパークラフト⽴体核図表 復興⽀援教育教材のFUKUSHIMAからの発信 ⽇本原⼦⼒研究開発機構と連携をとりながら制作したペーパークラフト⽴体核図表を県内外に広めて
いる。核図表制作にあたっては障がい者⽀援施設を委託⽀援し、⼩中学⽣を対象に科学の楽しさを
伝えている。

東⽇本⼤会 B09 福島県⽴安積黎明⾼等学校(福島県) 「地域貢献」をテーマに創造的な科学研究ができる
化学部を⽬指して

アントシアニンを⽤いたCs+濃度の簡易測定法 原発事故によりCs+を含んだ放射性物質が⼟壌に沈積したことは現在でも深刻な問題となっている。
Cs+濃度を測定できる機器は⾼価であるため、簡易化、視覚化ができるCs+濃度の簡易測定法の確
⽴を⽬的に研究を⾏った。

東⽇本⼤会 B10 茨城県⽴⼟浦第三⾼等学校(茨城県) 天⽂を⼊⼝とした科学への誘い〜⼩中学校や地域
の天体観測会をとおして〜

〜スペクトル観測も加えて〜 -

東⽇本⼤会 B11 平川市⽴⽵館⼩学校(⻘森県) 震災の教訓を端緒としたエネルギー問題の探究 - 東⽇本⼤震災後に本校へ設置された太陽光発電装置のしくみを調べる学習を⽷⼝にして、エネルギー
源の確保と環境劣化の問題について探求しました︕

東⽇本⼤会 B12 栃⽊県⽴⿊⽻⾼等学校(栃⽊県) 栃⽊県⼤⽥原市に⽣息するコシアカツバメの繁殖
個体群に関する研究

コシアカツバメがつなぐ⼩中⾼地域連携 コシアカツバメは全国的に激減している⿃です。栃⽊県⼤⽥原市⿊⽻地区の⼩学校，中学校，⾼校
が連携して詳細に調査することで，なぜこの種が減少してしまったのかが分かってきました。

東⽇本⼤会 B13 浦和実業学園⾼等学校(埼⽟県) ⽔産業の⼯業化を⾒据えた基礎研究 - 本校⽣部では、⿂類養殖における光の効果について研究を進めています。成果の上がっている分野は、
ヒラメに緑⾊光を照射した場合の成⻑促進効果、マダイに⻘⾊光を照射した場合の⾊揚げ効果です。

東⽇本⼤会 B14 ⼟浦市⽴⼟浦⼩学校(茨城県) 理科好きな⼦どもを育てるための幼⼩中⼀貫教育
の在り⽅

- -
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東⽇本⼤会 B15 埼⽟県⽴本庄⾼等学校(埼⽟県) 植物の発芽・⽣⻑および動物(ｱﾙﾃﾐｱ）に関する抗
⽣物質・⾦属イオンの影響

｢植物の発芽・⽣⻑への抗⽣物質の影響Ⅱ｣、｢ア
ルテミアの発⽣・成⻑の研究｣

ペニシリンは植物を成⻑させる︖アルテミアの鱗発⾒︕

東⽇本⼤会 B16 千葉県君津市⽴久留⾥中学校(千葉県) 久留⾥の⾃然を考えるNatureプロジェクト - 久留⾥は、⾃然が豊かで動植物も多様性に富んでいる。今年度、海洋教育プロジェクトを加え、⼭・
川・海の⾃然をつなぐ⼩中⾼連携プロジェクトに取り組んだ。持続可能な社会をめざし、科学教育プログ
ラムを実施した。

東⽇本⼤会 B17 台東区⽴忍岡⼩学校(東京都) 海とつながる〜きれいな海を取り戻そう〜 〜プログラミングを活⽤してゴミ問題の解決に挑戦〜 世界的な海洋のゴミ問題、私たちの海を守るにはどうしたらよいか、セブ島を中⼼に調べ、こんなロボット
があったら、とプログラミング技術を活⽤して考えてみました。

東⽇本⼤会 B18 東京都⽴科学技術⾼等学校(東京都) サンブスギに関する研究 「未利⽤資源としての林地残材の⽊質バイオマス利
⽤」　「サンブスギの葉の化学的成分による抗菌効
果の検証と考察」

千葉県⼭武市で⽣産されるサンブスギは今⽇的課題により価値低下が著しく、林地残材になっている。
そのため、サンブスギの未利⽤材を⽤いて、抗菌効果および⽊質バイオマス利⽤を⾏った。

東⽇本⼤会 B19 富⼭県⽴富⼭中部⾼等学校(富⼭県) 富⼭県内の河川における，希少⿂類「トミヨ」の環
境ＤＮＡの検出と⽣息環境の調査

- 環境ＤＮＡの有無を調べることで、⽬視せずにその⽣物の在不在などを知ることができる。そこで、富⼭
県では絶滅危惧Ⅱ類に指定されているトミヨの環境ＤＮＡの検出⽅法から河川中のＤＮＡの有無ま
で調べてみた。

東⽇本⼤会 B20 岐⾩県⽴⼤垣⻄⾼等学校(岐⾩県) ⼩中⾼が⼀体となった岐⾩県⻄濃地区における在
来タンポポの保護活動を通した環境教育

〜岐⾩県⻄濃地区に⽣育するタンポポの遺伝⼦解
析を通した、タンポポ属の⽣育状況の調査〜

在来タンポポの⽣息地域を守るための活動をするために、今年は⽣息地をマップ化しようと考えていま
す。⼩学校などと協⼒して各地から集めたタンポポの遺伝⼦を抽出し、DNAの解析を⾏った結果を報
告します。

東⽇本⼤会 B21 南九州市⽴川辺中学校(⿅児島県) ⽔辺のまち「川辺」再発⾒ 　〜清⽔湧⽔周辺に⾒
られる淡⽔藻類を中⼼とした⽔辺の環境調査〜

清⽔湧⽔に⾒られるオキチモズクの⽣態について 清⽔湧⽔に⾒られる淡⽔藻類、中でも絶滅危惧種に指定されているオキチモズクの⽣態調査を⾏っ
た。⽔質、環境、⽇照量、底床の砂泥の影響などを調査した。またオキチモズクの保全にむけた取り組み
も⾏った。

東⽇本⼤会 C01 ⻑浜市⽴⻁姫中学校(滋賀県) 正しい科学的アプローチの技能を効果的に⾝につけ
させるための⼩中学校理科教員の連携に関する研
究

- 「⾃ら実験を⽴案する⼒」に⼒点を置いて⼩中学校で共通の実践を⾏った。実践の様⼦を紹介しなが
ら、アイデアをまとめるためのホワイトボード活⽤術や意⾒交換のための電⼦⿊板活⽤例にも触れる。

東⽇本⼤会 C02 愛知県⽴豊⽥南⾼等学校(愛知県) ⾼等学校普通科⽂系における新しい理科授業モデ
ルの開発に関する研究

- -

東⽇本⼤会 C03 三島市⽴中郷⼩学校(静岡県) 「三島市⼩学校理科教育推進チーム」を中核とす
る持続可能な⼩学校若⼿教員の理科授業⼒向
上計画

研究1年⽬、教員がいつもうまくいかなくて困っている
実験・観察を克服しました。どうぞ発表を聞きに来て
ください。

三島市⼩学校理科教育推進チームを再編成し、⼩学校若⼿教員の理科授業⼒向上計画に取りか
かりました。1年⽬のテーマは「うまくいかない実験・観察の克服」です。年間４回のワークショップを企画、
運営し、⼩学校教員の実験・観察のスキルを⾼めました。

東⽇本⼤会 C04 杉並区⽴浜⽥⼭⼩学校(東京都) AIと協働する社会を創る⼦どもたちの育成 未来への投資「AIロボット授業」〜AIと協働する社
会を創る浜⽥⼭の⼦どもたち〜

慶應⼤学理⼯学部⼭⼝研究室と連携してAIロボット授業を創り、実施することで、これからのAIとの協
働社会に対して夢や希望をもち主体的にかかわろうとする児童を育てます。

東⽇本⼤会 C05 千葉市⽴おゆみ野南中学校(千葉県) 中学校理科におけるエネルギー教育授業の開発
〜⽣徒が原理を理解し、メリットデメリットを考え、意
志判断する⼒をつける授業〜

- -

東⽇本⼤会 C06 つくば市⽴⼿代⽊中学校(茨城県) 探究する楽しさを実感できる理科の学習指導の在
り⽅

〜理由や根拠を豊かに表現する指導の⼯夫を通し
て〜

⽣徒に，科学を探求する楽しさを実感させることを⽬標とした実践研究です。学習指導や課外活動に
おいて，体験活動を重視した指導・活動を⾏った記録です。

東⽇本⼤会 C07 ⼭形市理科教育研究会(⼭形県) 探究型学習推進プログラムの開発と実践による検
証

脱「ただおもしろい」　深化『不思議︕何で!?もっと
知りたい !!』へ

「探究の主役はあなた︕」をキーワードにした考える科学教室の実施。深く考えさせるために、⼦ども達の
「興味の喚起、意欲の喚起、思考の喚起」に重点を置いた実践に挑戦。

東⽇本⼤会 C08 宮城教育⼤学(宮城県) 理科学習で指導が難しいと感じるところを解決する
試み 　〜事前に⾏った先⽣アンケート結果に基づい
た研修の試み〜

先⽣も悩むんです︕ 理科の授業は楽しい︕でも準備も実験も⼤変︕教えるのが難しいと感じることもあります。みんなと同じ
かな。でも先⽣はヘコタレマセン︕先⽣⽅も研修を⾏って、みんなが分かりやすい⽅法を学んでいま
す︕︕

東⽇本⼤会 C09 ⼩樽市⽴銭函⼩学校(北海道) ⼦どもの⾃然観を育む、科学体験教室の実施 - ⼩学⽣の親⼦を対象に⾃然体験教室・ものづくり体験教室を15回開催し、延べ364名の参加があっ
た。保護者と⼦どもの関⼼は相乗効果があること、住んでいる地域を学びたいと考えている市⺠が多いこ
と等が明らかになった。

東⽇本⼤会 C10 ⽥村市⽴滝根⼩学校(福島県) ⾝近な⾃然から学びを広げ、つなぎ、地域のよさを
発信する滝根っ⼦の育成（第２年次）

滝根町の⾃然を守るために⾃分たちができること 滝根町の⾃然を守るためにできることを考え、再⽣可能エネルギーの現状について学習しました。調べた
ことをパンフレットにまとめ、修学旅⾏先でも発信しました。


